
令和３年度学校通信 重点目標 「自分のため、人のために考動する笑顔いっぱいさしきっ子」

育てたい力：共感力・探究力・協働力

◎朝の校門の様子から

朝から佐敷橋で登校中の子どもたちを迎え、あいさ

つを交わしています。数名の保護者の方、地域の方

も一緒に同行され、子どもたちの安全確保に協力い

ただいており大変感謝しています。また、交差点等

で安全に横断できるように、地域の方から指導いた

だくこともあり、校区全体で子どもたちを見守っていただいていることを日々実感し

ています。

さて、校門を過ぎた子どもたちを迎える

のは５・６年生の企画委員会を中心とした

あいさつ運動です。週１回の運動ですが、

「おはようございます」という元気な声が

響き渡るのは、聞いていて気持ちがよいも

のです。あい（挨）には、心を開くという

意味、さつ（拶）には、その心に近づくと

いう意味があるそうです。つまり、あいさ

つとは、自分の心を開くことで相手の心を

開かせ、相手の心に近づいていく積極的な行為であると言われているのです。また、

あいさつをするということは、「あなたの存在に気付いていますよ。」というメッセ

ージにもなりますし、初めて会う人との会話のきっかけにもなります。人とのコミュ

ニケーションの重要性が話題になる昨今、まずはあいさつによる心の触れ合いを大切

にしていきたいと思います。

ちなみに、全校集会で、よいあいさつ

のポイントは①笑顔で、②相手に聞こえ

る声で、③相手の顔を見て、の３つだと

話しました。子どもたちがあいさつでき

ないときはこちらからあいさつをし、子

どもたちのあいさつの声が小さい時は、

「元気をだそうね。」の一言をかけてい

ただくことで、意識づけにつながるかと

思います。なお、あいさつ運動には４年
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生数人も自主的に参加しており、頼もしい限りです。

また、５・６年生を中心に自主・自発的に校内の掃除を行っています。朝からひた

むきにほうきで落ち葉を掃いたり草をとったりする姿は、見ていて微笑ましいもので

す。先生方も一緒になって清掃を行う姿は、佐敷小のよさの一つです。良き伝統とし

て残していきたい光景です。

◎授業参観お世話になりました。

４月２５日(日)は多くの保護者に来校い

ただき、授業参観を実施しました。新型コ

ロナウイルス感染症対策で、分散型で集ま

っていただいたり、学級懇談会が実施でき

なかったりと例年と異なる授業参観になり

ました。お子様の授業中の様子や学級の雰

囲気など、参観されていかがだったでしょ

うか。

本校の先生方には、「４月は学級を固め

る時期として頑張ってください。」と話しました。学習規律の定着や学級のルールの

確立などを丁寧に行い、子どもたちが１年間安心して学べる基礎作りを行う期間とし

て全校で取り組んだところです。その一端をお見せできたならば幸いです。なお、お

気づきの点があれば、担任の家庭訪問等と併せて学校に連絡いただきますようお願い

します。

◎お弁当の日の取組

授業参観の日は、お弁当作ろうデーでもあり

ました。「いっしょにコース」「ひとりでコース」

を選択し、赤・黄・緑の食品群が入るように考

えて作ることにしました。子どもたちのお弁当

をいくつか見せてもらいながら、会話がはずみ

ました。「これ自分で焼いたよ」とウインナーを

見せる子、「全部自分で作りました」と笑顔で教えてくれる子、

「校長先生は何作ったんですか？」と興味津々に聞いてくる子

など、様々でした。子どもたちが将来にわたって生きる基盤と

なる食に対する関心を高められるよう、研究を重ねていきます。

【校長室から】ゴールデンウィークも終わり、いよいよ学校の教育活動も充実期を迎えま

す。５月も各種の検診や運動能力テスト、避難訓練、プール掃除など、様々な行事を予定

しています。新型コロナウイルス感染症拡大防止の取組の徹底と並行しながら、それぞれ

の活動が充実したものになるように取り組んでいきたいと思います。


